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｜広報おち｜3月号｜2｜

ま・ち・の・話・題

第
２５
回
越
知
町

ピ
ッ
タ
リ
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会

防
災
学
習
会
を
実
施
！

『
８
区
北
・
南
自
主
防
災
組
織
』

　
１
月
17
日
に
、
第
25
回
越
知
町

ピ
ッ
タ
リ
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
大
会
は
、
あ
ら
か
じ
め
申

告
し
て
お
い
た
タ
イ
ム
と
当
日
タ

イ
ム
と
の
差
を
競
う
も
の
で
、
副

賞
に
は
、
デ
ジ
カ
メ
や
自
転
車
な

ど
が
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
、
絶
好
の
マ
ラ
ソ
ン

日
和
に
恵
ま
れ
、
元
気
い
っ
ぱ
い

の
小
中
学
生
や
一
般
の
参
加
者
総

勢
１
６
０
人
が
、
町
内
の
３
㎞
・

５
㎞
の
コ
ー
ス
を
、
そ
れ
ぞ
れ
の

ペ
ー
ス
で
走
り
ま
し
た
。

　
今
回
は
、
高
知
フ
ァ
イ
テ
ィ
ン

グ
ド
ッ
グ
ス
の
選
手
12
人
が
参
加

し
、
あ
い
さ
つ
と
自
己
紹
介
の

後
、
参
加
者
と
一
緒
に
走
っ
て
く

れ
ま
し
た
。

　
こ
の
き
っ
か
け
は
、
越
知
バ
ッ

フ
ァ
ロ
ー
畑
山
光
里
さ
ん
（
小

３
）
が
、
選
手
へ
お
誘
い
の
手
紙

を
出
し
た
こ
と
で
し
た
。
選
手
４

人
は
光
里
さ
ん
の
申
告
タ
イ
ム
に

合
わ
せ
て
一
緒
に
走
り
、
最
後
は

手
を
つ
な
い
で
ゴ
ー
ル
を
し
ま
し

た
。

　
ま
た
、
ゴ
ー
ル
し
た
後
は
、
参

加
者
全
員
で
、
選
手
に
用
意
し
て

も
ら
っ
た
投
球
速
度
の
測
定
や
、

ス
ト
ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト
と
呼
ば
れ
る

９
枚
の
ボ
ー
ド
の
的
当
て
ゲ
ー
ム

な
ど
を
楽
し
み
ま
し
た
。
閉
会
式

後
も
、
選
手
と
集
合
写
真
や
個
人

撮
影
な
ど
で
楽
し
み
ま
し
た
。

　
大
会
結
果
は
次
の
と
お
り
で

す
。
　
　
　
　
　
　 

（
敬
称
略
）

３
Ｋ
ｍ
の
部

　
優
　
勝

　
　
酒
井
　
里
乃
　
　
２
秒
差

　
準
優
勝

　
　
市
川
　
晃
椰
　
　
３
秒
差

　
第
三
位

　
　
大
須
賀
　
弘
子
　
５
秒
差

　
　
北
河
　
抄
也
佳
　
５
秒
差

５
Ｋ
ｍ
の
部

　
優
　
勝

　
　
藤
田
　
佳
希
　
　
０
秒
差

　
準
優
勝

　
　
片
岡
　
敏
一
　
　
５
秒
差

　
第
三
位

　
　
中
山
　
雄
太
　
　
７
秒
差

　
大
会
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し

た
関
係
者
の
皆
様
ど
う
も
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
（
教
育
委
員
会
）

　
１
月
23
日
に
、８
区
北
・
南
自
主

防
災
組
織
の
防
災
学
習
会
が
開
催

さ
れ
、
昨
年
か
ら
手
が
け
て
き
た

防
災
マ
ッ
プ
の
記
載
内
容
な
ど
の

最
終
確
認
を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
の
防
災
マ
ッ
プ
に
は
、
避
難

所
、
消
火
水
利
な
ど
を
図
示
し
て

お
り
、い
ざ
と
い
う
場
合
は
も
ち
ろ

ん
の
こ
と
、日
ご
ろ
か
ら
家
庭
に
掲

示
す
る
こ
と
で
、
災
害
に
対
す
る

意
識
向
上
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
今
後
の
防
災
訓
練
の
日

程
や
訓
練
内
容
に
つ
い
て
も
協
議

さ
れ
ま
し
た
。

　
参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
、た
い
へ
ん

お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。



｜3｜広報おち｜3月号｜

ま・ち・の・話・題

第
5
回

お
ち
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
カ
ッ
プ

　
１
月
28
日
と
２
月
７
日
に
、
町

民
総
合
運
動
場
体
育
館
お
よ
び
屋

内
多
目
的
運
動
広
場
に
お
い
て
、

第
５
回
お
ち
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
カ

ッ
プ
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
・
ゲ

ー
ト
ボ
ー
ル
の
２
種
目
の
大
会
が

行
わ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
で
熱
戦
が
繰

り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
大
会
結
果
は
次
の
と
お
り
で

す
。
　
　

　
　
　
（
敬
称
略
）

【
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
】

優
勝

　
Ｋ
・
Ｙ
・

　
小
野
　
秀
和
　
　
日
之
裏
　
彰

　
若
藤
　
富
雄
　
　
掛
水
　
政
明

準
優
勝

　
フ
ァ
ミ
リ
ー

第
三
位

　
ブ
ル
ー
ア
イ
ラ
ン
ド

【
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
】

優
　
勝

　
レ
イ
ン
ボ
ー
（
越
知
町
）

　
岡
崎
　
正
義
　
　
松
尾
　
聰
賢

　
藤
﨑
　
正
純
　
　
松
岡
　
一
水

　
三
本
美
知
子

準
優
勝

　
清
流
ク
ラ
ブ
池
川（
仁
淀
川
町
）

第
三
位

　
三
葉
　
　
（
仁
淀
川
町
）

　
あ
け
ぼ
の
（
佐
川
町
）

４２
人
が
黒
森
山
に
登
頂

　
２
月
14
日
、
地
域
活
性
化
グ
ル

ー
プ
「
虹
色
の
里
横
畠
」
の
主
催

に
よ
る
「
横
畠
自
然
案
内
人
養
成

講
座
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
講
座
は
、
横
畠
を
訪
れ
る

人
た
ち
と
の
交
流
を
深
め
る
た
め

に
、
横
畠
の
魅
力
を
伝
え
る
こ
と

の
で
き
る
ガ
イ
ド
を
養
成
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
行
っ
て
い
る
も

の
で
、
今
回
で
５
回
目
に
な
り
ま

す
。

　
こ
の
日
は
、
一
昨
年
か
ら
虹
色

の
里
横
畠
の
メ
ン
バ
ー
が
整
備
し

た
旧
松
山
街
道
を
薬
師
堂
か
ら
黒

森
山
頂
ま
で
歩
き
ま
し
た
。

　
旧
松
山
街
道
は
、
昔
の
国
道
に

当
た
り
、
藩
政
時
代
に
は
土
佐
と

伊
予
の
交
易
の
主
要
道
と
し
て
使

用
さ
れ
、
幕
末
に
は
ジ
ョ
ン
万
次

郎
や
那
須
信
吾
な
ど
勤
皇
の
志
士

た
ち
が
駆
け
抜
け
た
歴
史
的
な
街

道
で
す
。

　
町
内
外
か
ら
参
加
し
た
小
学
一

年
生
か
ら
70
歳
代
ま
で
の
42
人

は
、
講
師
の
郷
土
史
研
究
家
山
地

亮
孝
さ
ん
等
の
解
説
を
興
味
深
く

聞
き
な
が
ら
３
・
５
㎞
の
道
程
を

約
３
時
間
か
け
て
全
員
が
登
頂

し
、
石
鎚
山
な
ど
の
四
国
の
名
山

や
、
越
知
町
の
市
街
地
か
ら
土
佐

湾
ま
で
が
見
渡
せ
る
絶
景
を
楽
し

み
ま
し
た
。

　
ま
た
下
山
後
に
、
１
３
５
年
前

に
三
人
の
長
州
大
工
に
よ
っ
て
建

築
さ
れ
た
大
山
祇
神
社
を
見
学
し

た
後
は
、
ど
ん
ぐ
り
グ
ル
ー
プ
の

メ
ン
バ
ー
が
作
っ
て
く
れ
た
温
か

い
「
ぜ
ん
ざ
い
」
を
い
た
だ
き
な

が
ら
、
参
加
者
同
士
の
交
流
も
深

め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

上位上位入賞入賞チーチームム（ソ（ソフトフトバレバレ ボーボ ルール））越知越知町の町の上位上位入賞入賞チーチームム（ゲ（ゲ トートボボール）ル）

お
お
や
ま
つ
み



出
初
め
式（
初
午
）行
わ
れ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
越
知
町
消
防
団

お
菓
子
の
家
を
作
っ
た
よ

　
　
　 

Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
母
親
委
員
会

｜広報おち｜3月号｜4｜

ま・ち・の・話・題

　
２
月
14
日
に
、
越
知
小
学
校
オ

ー
プ
ン
教
室
に
て
、
総
勢
58
人
の

親
子
た
ち
が
参
加
し
て
、
Ｐ
Ｔ
Ａ

連
合
会
母
親
委
員
会
主
催
の
「
い

ろ
い
ろ
作
っ
て
遊
び
ま
し
ょ
う
」

が
に
ぎ
や
か
に
、
そ
し
て
楽
し
く

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
参
加
し
た
親
子
た
ち
は
協
力
し

な
が
ら
、
土
台
と
な
る
牛
乳
パ
ッ

ク
に
、
実
際
に
食
べ
る
こ
と
の
で

き
る
ク
ッ
キ
ー
や
マ
シ
ュ
マ
ロ
な

ど
を
思
い
思
い
に
貼
り
つ
け
て
い

き
、
こ
の
世
に
二
つ
と
な
い
、
お

い
し
そ
う
な
お
菓
子
の
家
を
作
り

上
げ
て
い
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
プ
ラ
板
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー

や
ス
ラ
イ
ム
な
ど
も
作
り
、
楽
し

く
思
い
出
深
い
ひ
と
と
き
を
過
ご

し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
同
日
、
野
老
山
地
区
で
は
、
野
老
山
分
団

員
が
家
々
を
訪
問
し
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
取

り
付
け
を
行
い
、
も
し
も
の
火
災
発
生
に
備
え
る

と
と
も
に
、
防
火
意
識
の
向
上
を
図
り
ま
し
た
。

　
参
加
さ
れ
た
各
関
係
機
関
の
皆
さ
ん
、
本
当
に

お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。

　
２
月
１
日
、
宮
の
前
公
園
に
お
い
て
、
約
1
4
0
人
の
消
防
団
員

が
集
結
し
、
越
知
町
消
防
団
出
初
め
式
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
式
典
終
了
後
に
は
、
恒
例
の
初
午
行
事
と
し
て
、
６
分
団
が
町

内
に
分
散
し
て
、
無
火
災
の
祈
り
を
込
め
て
家
々
の
屋
根
に
放
水

し
ま
し
た
。
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広
報
１
月
号
に
よ
り
、
ま
ち
の

駅
「
情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
お
ち
」

（
仮
称
）
の
名
称
お
よ
び
ロ
ゴ
マ

ー
ク
の
募
集
を
行
っ
た
結
果
、
14

点
の
応
募
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
一
般
公
募
作
品
の
中
か
ら
選
ば

れ
た
「
駅
跡
夢
」
と
、
Ｊ
Ｒ
越
知

駅
跡
地
活
用
実
行
委
員
会
が
提
案

す
る
「
お
ち
駅
」
の
２
点
を
名
称

候
補
と
し
て
最
終
選
考
が
行
わ

れ
、
こ
の
結
果
、
「
お
ち
駅
」
に

決
定
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
ロ
ゴ
マ
ー
ク
に
つ
き
ま

し
て
は
、
該
当
作
品
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。

　
ご
応
募
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
さ

ま
、
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

◆
提
案
概
要

「
お
ち
駅
」

・
Ｊ
Ｒ
バ
ス
時
代
よ
り
今
日
ま

で
、
町
民
ま
た
は
利
用
者
等
に

「
越
知
駅
」
と
呼
ば
れ
て
お

り
、
覚
え
や
す
く
親
し
み
が
持

て
る
。

・
ひ
ら
が
な
で
「
お
ち
」
標
記
し

た
方
が
優
し
く
、
親
し
み
や
す

い
イ
メ
ー
ジ
が
持
て
る
。

「
駅
跡
夢
」

・
駅
の
跡
地
が
夢
の
あ
る
憩
い
の

場
と
な
り
ま
す
よ
う
に
。

・
こ
こ
に
、
越
知
駅
が
あ
っ
た
親

し
み
を
込
め
て
。

◆
募
集
結
果

優
秀
賞
：
該
当
な
し

佳
　
作
：
駅
跡
夢

（
藤
原
俊
介
様
　
高
知
市
）

ま
ち
の
駅「
情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
お
ち
」（
仮
称
）

の
施
設
名
称
が「
越
知
町
観
光
物
産
館 

お
ち
駅
」

に
決
ま
り
ま
し
た

　
越
知
エ
ン
ジ
ェ
ル
ズ
（
小
学
生
バ

レ
ー
チ
ー
ム
）
が
、
春
休
み
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
教
室
を
開
催
し
ま
す
。　

　
越
知
エ
ン
ジ
ェ
ル
ズ
は
、
現
在
、

部
員
数
26
人
で
活
動
し
、
楽
し
く

頑
張
っ
て
い
る
チ
ー
ム
で
す
。　

　
教
室
の
内
容
は
、
部
員
に
よ
る

デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
を
見
て

い
た
だ
い
た
り
、基
本
的
な
サ
ー
ブ

や
パ
ス
練
習
な
ど
の
体
験
で
す
。　

　
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
に
興
味
の
あ
る

小
学
生
は
、
こ
の
機
会
に
、
親
子

で
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

【
主
催
】

越
知
エ
ン
ジ
ェ
ル
ズ

【
日
程
】

３
月
28
日
（
日
）

４
月
４
日
（
日
）

両
日
と
も

午
後
１
時
00
分
〜
４
時
00
分

【
場
所
】

越
知
小
学
校
体
育
館

【
対
象
者
】

小
学
生
新
１
年
生
〜
新
６
年
生

（
男
女
問
い
ま
せ
ん
）

【
参
加
料
】

無
料

【
指
導
者
】

越
知
エ
ン
ジ
ェ
ル
ズ

監
督
　
尾
﨑
　
健

【
服
装
】

運
動
し
や
す
い
服
装
で
お
越
し
く

だ
さ
い
。

【
必
要
な
も
の
】

お
茶
・
タ
オ
ル
・
上
履
き
（
シ
ュ
ー
ズ
）

　【
申
し
込
み
方
法
】

　
所
定
の
申
込
書
に
ご
記
入
の

上
、
町
民
会
館
ま
た
は
越
知
小
学

校
ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
で
き
る
だ
け
親
子
で
の
申
し
込

み
を
お
願
い
し
ま
す
。
な
お
、
小

学
生
の
み
の
申
し
込
み
の
場
合
は

保
護
者
の
許
可
印
が
必
要
で
す
。

申
込
書
は
越
知
小
学
校
・
町
民
会

館
に
あ
り
ま
す
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
町
民
会
館

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
２
６
―
３
４
０
０

第
3
回 

春
休
み

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
教
室

参
加
者
募
集

「
道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
」

推
進
標
語
の
募
集
お
知
ら
せ

　
　
　
　
　（
国
土
交
通
省
）

完成が待ち望まれる「おち駅」

　
平
成
22
年
度
「
道
路
ふ
れ
あ
い

月
間
（
８
月
）
」
推
進
標
語
を
広

く
一
般
か
ら
募
集
し
ま
す
。
　

◆
募
集
テ
ー
マ

　
道
路
の
意
義
・
重
要
性
に
つ
い

て
考
え
て
い
た
だ
け
る
も
の

◆
応
募
方
法

　
官
製
ハ
ガ
キ
に
て
、
標
語
１
点

と
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
・
年

齢
・
性
別
・
職
業
（
学
年
）
を
ご

記
入
の
上
、
郵
送
く
だ
さ
い
。

　
一
人
何
作
品
で
も
応
募
で
き
ま

す
。
た
だ
し
、
ハ
ガ
キ
１
枚
に
つ

き
、
１
作
品
。
メ
ー
ル
で
も
同
様

に
応
募
で
き
ま
す
。
ま
た
、
学
校

単
位
で
の
応
募
も
で
き
ま
す
。

◆
あ
て
先

〒
１
０
０

－

８
９
１
８

千
代
田
区
霞
が
関
２
―
１
―
３

国
土
交
通
省
道
路
局
交
通
管
理
課

「
標
語
担
当
」
あ
て

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

d
o
u
r
o
h
y
o
g
o
2
2
@
m

l
i
t
.
g
o
.
j
p

◆
応
募
締
切

３
月
31
日
（
当
日
必
着
）

◆
昨
年
度
最
優
秀
賞

『
ま
た
歩
こ
う
　
そ
ん
な
気
に
な
る

道
が
い
い
』
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狂
犬
病
予
防
法
に
よ
り
、
犬
の

登
録
と
狂
犬
病
予
防
注
射
が
義
務

付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

【
犬
の
登
録
】

生
後
91
日
以
上
の
犬
は
、
30
日

以
内
に
登
録
し
て
く
だ
さ
い
（
生

後
90
日
以
内
の
犬
は
、
生
後
90
日

を
経
過
し
て
か
ら
30
日
以
内
）
。

○
登
録
が
お
済
み
で
な
い
飼
い
主

の
方
は
、登
録
し
て
く
だ
さ
い
。

○
な
お
、
下
記
表
の
狂
犬
病
予
防

注
射
当
日
も
登
録
を
受
け
付
け

ま
す
の
で
、ご
連
絡
い
た
だ
き
ま

す
と
問
診
票
を
送
付
し
ま
す
。

【
狂
犬
病
予
防
注
射
】

毎
年
1
回
必
ず
受
け
て
く
だ

さ
い
。

4
月
に
下
記
狂
犬
病
予
防
注
射

日
程
に
よ
り
集
合
注
射
を
町
内
各

地
で
行
い
ま
す
。
も
し
集
合
注
射

で
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
き

は
動
物
病
院
で
受
け
て
く
だ
さ

い
。

《
狂
犬
病
予
防
注
射
は
問
診
票
へ

必
要
事
項
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
》

○
登
録
済
み
の
飼
い
主
の
方
に
は

予
防
注
射
の
通
知
と
問
診
票
を

送
付
し
ま
す
。

※
注
射
を
受
け
る
と
き
は
必
ず
問

診
票
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

（
問
診
票
を
忘
れ
る
と
注
射
に

時
間
が
か
か
り
ま
す
）

【
料
金（
1
匹
に
つ
き
）】

○
登
録
料

3
，
0
0
0
円

○
注
射
料

3
，
0
0
0
円

（
集
合
注
射
）

3
，
5
0
0
円

 
（
動
物
病
院
）

※
つ
り
銭
が
い
ら
な
い
よ
う
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
登
録
し
て
い
る
犬
が
死
亡
し
た

り
、
犬
の
所
在
等
登
録
事
項
が

変
わ
っ
て
い
る
場
合
は
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

登
録
を
し
た
ら
「
犬
鑑
札
」

が
交
付
さ
れ
ま
す
の
で
犬
の

首
輪
に
付
け
て
く
だ
さ
い
。

行
方
不
明
で
保
護
さ
れ
た

と
き
、
付
け
て
い
れ
ば
飼
い
主

が
分
か
り
飼
い
主
の
元
へ
帰
る

こ
と
も
で
き
ま
す
が
、
分
か
ら

な
け
れ
ば
処
分
さ
れ
ま
す
。

■
登
録
届
け
出
先
・
ご
連
絡
先

環
境
水
道
課

T
E
L
２
６
―
１
１
１
４

情　報　広　場

場
に
て
「
住
宅
用
火
災
警

報
器
」
の
無
料
配
布
を
行
っ
て

い
ま
す
。

ま
だ
、
申
請
と
受
け
取
り
を

さ
れ
て
い
な
い
世
帯
は
、
お
早

め
に
役
場
２
階
総
務
課
ま
で
手

続
き
に
お
越
し
願
い
ま
す
。

◆
持
参
物

・
申
請
書

・
印
鑑

・
高
齢
者
の
方
な
ど
で
取
り
付

け
を
依
頼
さ
れ
る
場
合
は
取

付
依
頼
書

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

総
務
課
消
防
防
災
係

T
E
L
２
６
―
１
１
１
１

予
防
注
射
は
、
都
合
の
よ
い
場
所
で
受
け
ら
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
実
施
日
の

時
間
に
遅
れ
な
い
よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

狂
犬
病
予
防
注
射
を
実
施
し
ま
す

火
災
警
報
器
の

配
布
に
つ
い
て

平
成
２２
年
度
狂
犬
病
予
防
注
射
日
程

叉
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越
知
町
女
川
に
あ
る
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー
コ
ス
モ
ス
荘
は
、

現
在
改
修
工
事
中
で
、
町
民
の
皆

様
に
は
大
変
ご
不
便
を
お
か
け
し

て
お
り
ま
す
。

今
月
中
旬
に
完
成
予
定
で
、
４

月
１
日
（
木
）
に
介
護
予
防
型
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
と
し
て
新

装
オ
ー
プ
ン
す
る
運
び
と
な
っ
て

い
ま
す
。

つ
き
ま
し
て
は
、
多
く
の
町
民

の
皆
様
に
新
し
い
コ
ス
モ
ス
荘
を

見
学
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
次

の
日
程
で
内
覧
会
を
行
い
ま
す
の

で
、ぜ
ひ
足
を
お
運
び
く
だ
さ
い
。

◎
日
時

平
成
22
年
３
月
28
日
（
日
）

午
後
１
時
00
分
〜

午
後
５
時
00
分

◎
場
所

越
知
町
女
川

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

コ
ス
モ
ス
荘

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

住
民
課
介
護
保
険
係

Ｔ
Ｅ
Ｌ
2
6
―
１
１
７
０

新
装
し
た

コ
ス
モ
ス
荘

内
覧
会
の
ご
案
内

今
お
持
ち
の
国
民
健
康
保
険
被

保
険
者
証
は
、
有
効
期
限
が
平
成

22
年
３
月
末
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。４

月
か
ら
新
し
い
保
険
証
に
変

わ
り
ま
す
の
で
、
３
月
末
ま
で
に

国
保
の
世
帯
主
の
方
に
郵
送
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
手
続
き
は
不

要
で
す
。

な
お
、
国
保
を
や
め
る
と
き
や

住
所
変
更
な
ど
の
変
更
が
あ
っ
た

場
合
は
、
手
続
き
が
必
要
で
す
の

で
国
保
係
ま
で
お
越
し
く
だ
さ

い
。

※
３
月
末
に
郵
送
さ
せ
て
い
た
だ

く
の
は
74
歳
ま
で
の
国
保
の
方

で
す
。
後
期
高
齢
者
医
療
保
険

へ
加
入
の
方
の
保
険
証
は
７
月

末
に
お
送
り
し
ま
す
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

住
民
課
国
保
係

Ｔ
Ｅ
Ｌ
2
6
―
１
１
７
０

国
民
健
康
保
険

の
保
険
証
が

変
わ
り
ま
す

高吾北消防本部（署）からのお知らせ

　消火器は火災時の初期消火にとても有効ですが、サビや変形などして著しく腐食の進んだ消火

器は、いざという時に使用できなかったり、操作した時に破裂し、思わぬ大事故に至る危険があり

ます。

　このような消火器は、使用せず廃棄処分を消防用設備業者・販売店に依頼し、新しいものに交

換しましょう。※消火器は、町のゴミ回収では収集できません。

☆古い消火器の処分の取り次ぎを役場総務課で行っています。標準的なサイズである10型消火器で

あれば、処分料は１本1000円です。詳しくはお電話でお問い合わせください。

◆お問い合わせ先：役場総務課消防防災係　ＴＥＬ２６－１１１１

ご家庭の消火器は大丈夫ですか？

危険性のある消火器の例

☆底面がさび付いている

☆本体が変形している

☆ホースがひび割れしている

☆安全ピンが外れている

など

◆お問い合わせ先：高吾北消防本部 予防係　ＴＥＬ２６－２１１１
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越 知 小 学 校

　２月１０日に、２年生主催のおもちゃフェスティバルが体育館で行われました。これは２年生の生活科の中の学習です。

２年生はこの日のために、どんなおもちゃを使ってどんなゲームや遊びをしたらよいか話し合って決めました。また、おも

ちゃは全部２年生の手作りです。これがけっこう凝っています。

　ボウリング、金魚すくい、釣り堀、的あて、パチンコ、紙の車のレース、こま

回し、紙ずもう、輪投げなど盛りだくさんです。広い体育館いっぱいに工夫

したおもちゃのゲームが置かれました。

　お客さんは１年生と保育園、幼稚園の年長組さんです。まず、２年生が歓

迎のあいさつとゲームの説明をすると、いよいよ始まりました。２年生は、初

めのうちは恥ずかしそうな小さな声でしたが、慣れてくると「いらっしゃい、

いらっしゃい」の声も元気になりました。

　１年生や年長組さんは１時間ほどの間、あっちのゲーム、こっちの遊びと

楽しそうにやっていました。人気のゲームには行列もできていました。

　２年生の感想「輪がいっぱい入った人がいてすごかったです」「景品が

ないのに、やりたいといって来てくれたのでうれしかった」。

　幼稚園児の感想「たのしかった。おもしろかった。２年生になったらあん

ながを作らんといかん。お兄ちゃんみたいなゲーム屋さんになりたい」。

　２月１日の午後、越知小学校の６年生44人が越知中学校へ体験入学しました。

　この行事は毎年、この時期に中学校生活への不安を除き期待感を持ってもらうようにと実施しています。また、中学

生にも、新入生を迎えることで進級の自覚を促し、中学校生活をよりいっそう充実させる狙いもあり、生徒会や各専門

部の委員長が中学校の行事、制服、規則、部活動について生徒会手作りのしおりを配布して説明を行いました。

　体育館での説明後は、体験学習を行いました。体験学習は、３教科のどれを体験するか前もって希望を取り実施し、

英語、数学、理科の授業を体験しました。

  体験授業の後は、みんなが待っていた部活動見学と体験でした。現在、中学校では９つの部活動がありますが、中学

校では活動していない水泳部を除き、８つの部活動の体験を午後4時２０分まで行い、一日入学が無事終了しました。

  体験入学に参加した児童の皆さんが越知中学校に入学されることを心よりお待ちしています。

おもちゃフェスティバル

越 知 中 学 校 小学生一日入学

小学生あいさつ 栞を配る生徒会 中学校の説明

英語の授業（LL教室） 数学の授業（美術室） 数学の授業黒板 理科の授業（理科室）
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今
月
の
母
子
保
健
事
業

 

３
月
の
母
子
保
健
事
業
は
、
乳

幼
児
の
お
子
さ
ん
を
お
持
ち
の
親

子
を
対
象
に
次
の
と
お
り
行
い
ま

す
。
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、
お
気

軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

【
日
時
】

３
月
23
日
（
火
）

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
１
時
ご
ろ

【
実
施
場
所
】

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
調
理
室

【
内
容
】

★
育
児
相
談
（
身
長
・
体
重
測
定

な
ど
）

★
簡
単
お
弁
当
作
り（
料
理
実
習
）

【
講
師
】

西
森
千
代
子
さ
ん

【
持
参
す
る
も
の
】

※
母
子
健
康
手
帳

※
2
0
0
円
（
自
己
負
担
）

※
各
自
お
米
１
合
と
タ
ッ
パ
ー
１

個
（
お
弁
当
箱
で
可
）
を
必
ず

ご
持
参
く
だ
さ
い
。

※
参
加
ご
希
望
の
方
は
、
子
守
り

ス
タ
ッ
フ
や
材
料
等
の
準
備
の

都
合
上
、
３
月
18
日
（
木
）
ま

で
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
保
健
師
ま
た
は
保
健
衛
生
係

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
２
６
―
３
２
１
１

　
い
じ
め
、
不
登
校
、
児
童
虐

待
な
ど
の
相
談
ご
と
は
、
子
ど

も
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
中
心

と
な
っ
て
支
援
し
ま
す
。

【
相
談
窓
口
】

昼
間

・
子
ど
も
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク 

　
こ
す
も
す
（
教
育
委
員
会
）

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
２
６

－

３
４
０
０

夜
間

・
児
童
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー

　
び
ゃ
く
れ
ん
（
佐
川
町
）

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
２
０

－

０
２
０
３

そ
の
他
関
係
機
関

・
中
央
児
童
相
談
所

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
８
８

－

８
６
６

－

６
７
９
１

・
高
知
県
教
育
セ
ン
タ
ー
　
　

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
８
８

－

８
６
６

－

３
８
９
０

・
子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番
　

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
１
２
０

－

０
０
７

－

１
１
０

・
高
知
県
心
の
教
育
セ
ン
タ
ー

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
８
８

－

８
３
３

－

２
９
２
２

子
ど
も
支
援

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

こ
す
も
す

越
知
保
育
園
内

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
絵
本
の

貸
し
出
し
も
し
て
い
ま
す
。
新
し

い
本
も
た
く
さ
ん
入
っ
て
い
ま
す

の
で
、
是
非
、
お
気
軽
に
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

　
「
な
か
よ
し
ひ
ろ
ば
」
に
も
、

皆
さ
ん
誘
い
あ
っ
て
、
遊
び
に
来

て
く
だ
さ
い
ね
。

☆
3
月
の
予
定
☆

　（
な
か
よ
し
ひ
ろ
ば
）

◎
２
日
（
火
）

雛
飾
り
を
作
ろ
う
！

*
簡
単
な
お
雛
様
を
作
り
ま
す
。

◎
９
日
（
火
）

誕
生
会
を
楽
し
も
う
！

*
お
別
れ
会
で
プ
レ
ゼ
ン
ト
も
あ

る
よ
！

【
時
間
】

午
前
９
時
30
分
〜
　

【
場
所
】

越
知
保
育
園

特
別
企
画

子
育
て
交
流
会
・
遠
足

の
ご
案
内

【
日
時
】

　
３
月
16
日
（
火
）

　
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
２
時
45

分
（
予
定
）

【
行
き
先
】

　
わ
ん
ぱ
ー
く
こ
う
ち

【
集
合
時
間
】

　
午
前
９
時
20
分

【
集
合
場
所
】

　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
バ
ス
が
待
っ
て
い
ま
す
）

【
対
象
】

　
６
歳
ま
で
の
未
就
園
の
乳
幼
児

と
そ
の
保
護
者

【
持
ち
物
】

　
お
子
さ
ん
の
弁
当

（
大
人
は
注
文
で
き
ま
す
）

　
飲
み
物
・
お
や
つ
・
敷
物

※
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
と
の
合
同

企
画
で
す
。

※
イ
ベ
ン
ト
保
険
（
自
費
一
人
21

円
）
の
関
係
で
申
し
込
み
締
め

切
り
が
３
月
11
日
（
木
）
ま
で

と
な
っ
て
い
ま
す
。

※
詳
細
・
申
し
込
み
は
、
保
健
福

祉
セ
ン
タ
ー
（
T
E
L
２
６
―

３
２
１
１
）
、
ま
た
は
支
援
セ

ン
タ
ー
ま
で
ど
う
ぞ
。

◎
お
知
ら
せ

※
３
月
25
日
と
４
月
１
日
か
ら
５

日
の
間
は
支
援
セ
ン
タ
ー
は
休

み
で
す
。

※
一
時
保
育
は
３
月
23
日
か
ら
４

月
７
日
ま
で
休
み
で
す
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
越
知
保
育
園

　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　
担
当
　
藤
原
・
井
上

　
T
E
L
２
６
―
２
１
４
１
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ソ
ン

ソ
ン
ジ
ョ
ン

国
際
交
流
協
会
か
ら
こ
ん
に
ち
は

ハ
ン
グ
ル
を
通
じ
て
広
が
る

コ
リ
ア
ン
・
ワ
ー
ル
ド
♥国際

交
流
員

孫

仙
正

韓
国
語
と
ハ
ン
グ
ル

日
本
で「
ハ
ン
グ
ル
語
」と
い
う
言

葉
を
よ
く
耳
に
し
ま
す
。し
か
し
、実

は
こ
れ
は
と
て
も
間
違
っ
た
表
現
で

韓
国
人
が
聞
い
た
ら
違
和
感
を
感
じ

ち
ゃ
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

韓
国
人
が
使
う
言
語
は
も
ち
ろ
ん

「
韓
国
語（
ハ
ン
グ
ゴ
）」、そ
し
て「
ハ

ン
グ
ル
」と
は
、こ
の
韓
国
語
を
表
記

す
る
た
め
に
作
ら
れ
た
文
字
の
こ
と

で
す
。つ
ま
り
、日
本
の
ひ
ら
が
な
や

カ
タ
カ
ナ
に
相
当
す
る
韓
国
特
有
の

文
字
の
名
称
が「
ハ
ン
グ
ル
」。従
っ
て

「
ハ
ン
グ
ル
語
」と
い
う
表
現
は
、ま
る

で
日
本
語
を「
ひ
ら
が
な
語
」と
呼
ん

で
い
る
く
ら
い
の
、実
は
お
か
し
い
表

現
な
ん
で
す
。

日
本
で
お
住
ま
い
の
方
な
ら
、お
そ

ら
く
誰
も
が
一
度
く
ら
い
は
テ
レ
ビ

な
ど
で
ハ
ン
グ
ル
を
目
に
し
た
こ
と

が
あ
る
か
と
思
い
ま
す
が
、一
見
記
号

の
よ
う
に
も
見
え
る
こ
の
ハ
ン
グ
ル

が
、実
は
世
界
で
一
番
優
秀
な
文
字
、

一
番
科
学
的
な
文
字
と
し
て
選
ば
れ

て
い
る
こ
と
、皆
さ
ん
は
ご
存
じ
で
し

た
か
。

そ
れ
で
は
今
か
ら
、韓
国
の
美
し
い

文
字
と
言
葉
の
世
界
に
、皆
さ
ん
を
お

誘
い
し
ま
し
ょ
う
！

百
姓
の
た
め
に
文
字
を
作
っ
た

世
宗
大
王
（
セ
ジ
ョ
ン
デ
ワ
ン
）

韓
国
の
１
万
ウ
ォ
ン
札
に
堂
々
と

載
っ
て
い
る
こ
の
イ
ケ
メ
ン
お
じ
さ

ん
が「
ハ
ン
グ
ル
」を
作
っ
た
世
宗
大

王
で
す
。最
近
は
世
宗
大
王
と
い
う
タ

イ
ト
ル
の
時
代
劇
も
作
ら
れ
て
、日
本

で
も
ド
ラ
マ
好
き
の
方
な
ら
ご
存
じ

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
。
朝
鮮
王
朝

５
０
０
年
の
歴
史
の
中
、一
番
偉
大
な

王
様
と
言
わ
れ
て
い
る
歴
史
上
の
偉

人
で
す
。ハ
ン
グ
ル
以
外
に
も
科
学
、

芸
術
の
分
野
に
お
い
て
朝
鮮
の
歴
史

的
大
偉
業
を
残
し
ま
し
た
が
、そ
の
中

で
も
一
番
は
や
は
り
ハ
ン
グ
ル
創
製

で
し
ょ
う
。だ
っ
て
、一
国
の
文
字
を

創
り
あ
げ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。し
か

も
、改
良
と
か
整
理
と
か
で
は
な
く
、

自
ら
陣
頭
指
揮
を
し
て
、ゼ
ロ
か
ら
の

創
作
を
成
し
遂
げ
た
の
で
す
。

時
代
は
15
世
紀
初
め
。朝
鮮
王
朝
第

4
代
の
国
王
の
時
で
す
。（
日
本
で
は

室
町
時
代
に
当
た
る
頃
の
話
）そ
れ
ま

で
の
韓
国
は
中
国
か
ら
借
り
た
漢
字

を
使
っ
て
い
ま
し
た
。し
か
し
漢
字
は

一
般
庶
民
に
は
と
て
も
難
し
く
、あ
く

ま
で
も
両
班
と
呼
ば
れ
る
貴
族
の
特

権
で
し
た
。漢
文
調
の
詩
を
覚
え
た
り

文
学
を
楽
し
む
の
も
、思
っ
た
こ
と
も

文
字
で
表
現
す
る
の
も
、一
般
庶
民
に

は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

（
＊
両
班
:
朝
鮮
の
貴
族
は
武
班（
武

士
）と
文
班（
学
者
）の
両
方
に
分
け
ら

れ
て
、そ
れ
を
合
わ
せ
て
両
班（
ヤ
ン

バ
ン
）と
呼
ん
だ
）

「
国
の
言
葉
は
中
国
と
は
異
な
り
、

そ
の
文
字（
漢
字
）が
相
通
じ
ず
、愚
民

（
民
百
姓
）は
言
い
た
い
こ
と
が
あ
っ

て
も
、そ
れ
を
表
せ
な
い
者
た
ち
が
多

い
。そ
れ
を
余
は
不
憫
に
思
い
、二
十

八
字
を
新
制
し
、
人
々
が
習
い
や
す

く
、日
常
に
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
便
利

に
し
た
」（
日
本
語
訳
は
金
両
基
著「
ハ

ン
グ
ル
の
世
界
」よ
り
）

こ
れ
は
１
４
４
５
年
に
公
表
さ
れ

た「
訓
民
正
音
」に
書
か
れ
て
い
る
世

宗
大
王
の
優
し
い
思
い
、ハ
ン
グ
ル
を

作
り
上
げ
た
思
想
の
根
幹
で
す
。

し
か
し
、こ
の
ハ
ン
グ
ル
創
製
に
は

貴
族
か
ら
の
反
発
の
声
も
激
し
か
っ

た
の
で
す
。そ
も
そ
も
権
力
者
と
い
う

も
の
は
、自
分
た
ち
の
特
権
を
守
り
た

が
る
も
の
。庶
民
に
文
字
を
与
え
て
起

こ
り
え
る
危
険
を
恐
れ
た
当
時
の
貴

族
た
ち
は
、
ハ
ン
グ
ル
を
猛
烈
に
反

対
、批
判
し
ま
し
た
。し
か
し
世
宗
大

王
は
意
を
曲
げ
ま
せ
ん
で
し
た
。民
衆

に
文
字
を
与
え
る
こ
と
を
恐
れ
る
の

は
お
ろ
か
、平
等
思
想
に
基
づ
き
、国

の
将
来
の
発
展
の
た
め
に
は
と
て
も

必
要
な
も
の
だ
と
判
断
し
ま
し
た
。彼

は
や
さ
し
い
心
と
勇
気
、そ
し
て
先
を

見
通
す
知
恵
を
持
っ
た
偉
大
な
王
だ

っ
た
の
で
す
。

そ
し
て
当
時
作
ら
れ
た
こ
の「
訓
民

正
音
」（
民
に
訓
す
る（
教
え
る
）正
し

い
音
と
い
う
意
味
）は
、５
０
０
年
が

経
っ
た
現
代
で
は
ユ
ネ
ス
コ
の
世
界

遺
産（
記
録
遺
産
）に
な
っ
て
い
ま
す
。

一
国
の
文
字
自
体
が
世
界
遺
産
に
な

っ
て
い
る
も
の
は
、こ
の
ハ
ン
グ
ル
一

つ
だ
け
で
す
。

そ
れ
で
は
一
体
、何
故
ハ
ン
グ
ル
は

世
界
遺
産
に
選
ば
れ
る
ほ
ど
の
価
値

が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

そ
れ
は
、と
て
も
科
学
的
な
創
製
原

理
か
ら
ハ
ン
グ
ル
を
探
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。ハ
ン
グ
ル
は
そ
も
そ
も
、喉

や
口
の
発
音
器
官
の
形
を
模
し
て
作

ら
れ
ま
し
た
。つ
ま
り
、あ
る
音
を
発

音
す
る
と
き
の
人
間
の
喉
や
口
の
形

を
と
て
も
科
学
的
に
分
析
し
て
創
ら

れ
た
の
で
す
。
そ
し
て
ハ
ン
グ
ル
に

は
、基
本
母
音
が

10
個
、基
本
子
音
が

14
個
あ
り
ま
す
が
、文
字
に
な
る
た
め

に
は
子
音
と
母
音
を
組
み
合
わ
せ
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。つ
ま
り
基
本
の
音

は
10
×
14
＝
１
４
０
個
。そ
の
上
、後

か
ら
作
ら
れ
た
複
合
母
音
と
激
音
・
農

音
の
子
音
ま
で
合
わ
せ
れ
ば
母
音
は

全
部
で
21
個
。子
音
は
19
個
。（
初
め
て

韓
国
語
を
勉
強
さ
れ
る
日
本
人
は
、ま

ず
母
音
の
数
に
驚
く
で
し
ょ
う
）こ
こ

で
終
わ
り
で
は
な
く
、「
パ
ッ
チ
ム
」と

い
う
も
の
が
あ
っ
て
、「
子
音
＋
母
音
」

の
組
み
合
わ
せ
を
越
え
て「
子
音
＋
母

音
＋
子
音
」の
音
を
一
文
字
で
表
現
す

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
も
な
っ
て

い
ま
す
。つ
ま
り
、パ
ズ
ル
み
た
い
に

ド
ン
ド
ン
組
み
合
わ
せ
て
い
け
ば
、文

字
化
で
き
る
音
は
そ
の
数
を
知
ら
ず

…
。つ
ま
り
、世
の
中
に
あ
る
ほ
と
ん

ど
音
を
、実
際
そ
の
音
に
一
番
近
い
形

で
文
字
化
で
き
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

す
ご
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
せ
ん
か
。こ

の
こ
と
が
、ハ
ン
グ
ル
が
世
界
で
一
番

科
学
的
な
文
字
と
呼
ば
れ
て
い
る
最

大
の
理
由
と
言
え
ま
す
。

習
い
や
す
い
の
も
ハ
ン
グ
ル
の
強

み
で
し
ょ
う
。速
い
人
な
ら
３
日
あ
れ

ば
文
字
は
ク
リ
ア
で
き
ま
す
。母
音
の

音
と
子
音
の
音
を
し
っ
か
り
覚
え
て
、

そ
の
音
を
合
わ
せ
れ
ば
字
は
自
然
に

読
め
る
も
の
。こ
れ
は
韓
国
語
を
母
国

語
と
し
て
い
る
私
が
、外
国
の
方
に
ハ

ン
グ
ル
を
教
え
な
が
ら
一
番
楽
し
い

時
間
で
も
あ
り
ま
す
。あ
っ
、先
生
、い

つ
の
間
に
か
字
が
読
め
ち
ゃ
い
ま
す

〜
み
た
い
な
。（
笑
）そ
の
た
め
韓
国
の

文
盲
率
は
全
国
民
の
１
％
以
下
で
世

界
で
も
最
低
レ
ベ
ル
で
す
。

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。楽
し
い
ハ
ン

グ
ル
の
世
界
。ヨ
ロ
ブ
ン
ド

ハ
ム
ケ

コ
ン
ブ
ハ
ジ

ア
ヌ
シ
レ
ヨ
？
皆

さ
ん
も
一
緒
に
勉
強
し
ま
せ
ん
か
♪
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松
山
街
道
（
八
）

大
原
　
純
一

道
別
　
薬
師
堂
の
分
岐
か
ら
車
道
で
分

断
さ
れ
た
道
を
北
西
に
稲
村
方
面

に
上
が
っ
て
行
く
と
、
左
手
に

八
頭
、
清
水
、
深
瀬
が
遠
望
で
き

る
。
十
分
程
上
が
る
と
分
岐
に
さ

し
か
か
る
。
道
別
で
あ
る
。
つ
ま

り
道
別
れ
の
場
所
が
名
称
と
な
っ

て
い
る
。
右
手
を
行
く
と
稲
村
、

清
助
、
日
ノ
浦
方
面
へ
の
車
道
で

あ
る
。
標
識
が
建
っ
て
い
る
。

　「
黒
森
山
登
山
口
　
旧
松
山
街

道
ジ
ョ
ン
万
次
郎
帰
国
道
　
志
士

脱
藩
道
」
と
あ
る
。

用
水
池
・
虎
吾
堀

　
車
道
と
分
か
れ
分
岐
を
左
手
に

上
が
っ
て
行
く
と
用
水
池
が
見
え

て
く
る
。
通
称
『
虎
吾
堀
』
と
い

わ
れ
て
い
る
溜
池
で
あ
る
。
用
水

池
を
覗
き
込
む
と
鯉
が
二
十
匹
程

泳
い
で
い
た
。
水
量
を
調
節
す
る

ダ
ブ
ソ
が
十
程
確
認
で
き
る
。

　
こ
こ
ま
で
に
至
る
道
周
辺
に

は
、
放
棄
さ
れ
た
田
畑
が
目
に
付

き
雑
草
や
葛
に
覆
わ
れ
て
い
て
哀

れ
で
あ
る
。
池
の
傍
ら
に
あ
る
大

岩
の
上
に
は
水
神
様
が
祀
ら
れ
て

お
り
、
背
後
に
は
こ
の
池
の
開
削

者
の
一
人
で
あ
る
山
本
虎
吾
の
石

碑
（
チ
ャ
ー
ト
の
自
然
石
）
が
建

っ
て
お
り

　
正
面
　
山
本
虎
吾
堀

　
裏
面
　
明
治
二
十
年
竣
工

　
と
あ
る
。
（
明
治
二
十
年
・
一

八
八
七
年
）
用
水
池
の
水
源
は
、

遥
か
稲
村
谷
よ
り
は
る
ば
る
旅
を

し
て
こ
こ
に
集
ま
っ
て
い
る
の
で

あ
る
。
水
路
は
、
清
水
井
出
と
呼

ば
れ
て
お
り
、
勢
い
の
あ
る
水
量

が
音
を
立
て
て
未
だ
に
用
水
池
に

注
い
で
い
る
。

　
清
水
井
出
は
、
藩
政
時
代
の
土

木
工
事
で
あ
る
。
つ
ま
り
最
初
に

清
水
井
出
が
作
ら
れ
て
清
水
村
に

農
業
用
水
を
主
と
し
て
賄
っ
て
い

て
、
そ
の
後
明
治
に
な
っ
て
虎
吾

堀
が
作
ら
れ
、
薬
師
堂
周
辺
に
も

水
の
恩
恵
が
も
た
ら
さ
れ
た
の
で

あ
る
。
こ
こ
よ
り
街
道
は
、
清
水

井
出
に
沿
っ
て
緩
や
か
に
上
が
っ

て
行
き
、
高
度
を
稼
い
で
ゆ
く
。

道
幅
は
一
間
程
は
あ
ろ
う
。
い
よ

い
よ
黒
森
山
（
一
〇
一
七
メ
ー
ト

ル
）
の
南
尾
根
を
た
ど
っ
て
上
が

っ
て
行
く
の
で
あ
る
。

商
人
休
場

　
用
水
池
を
十
分
程
上
が
る
と
現

在
畑
地
に
な
っ
て
い
る
所
が
、
商

人
休
場
と
い
わ
れ
て
い
る
場
所
で

あ
る
。
い
か
に
も
街
道
筋
に
こ
そ

あ
る
名
称
で
あ
る
。
こ
れ
か
ら
人

口
の
多
い
集
落
を
目
前
に
し
て
休

憩
は
勿
論
、
い
ろ
ん
な
情
報
の
や

り
と
り
を
す
る
商
人
を
想
像
し
て

み
る
の
も
面
白
い
。

　
畑
に
は
、
山
椒
が
作
ら
れ
て
お

り
、
眼
下
に
先
ほ
ど
の
用
水
池
周

辺
が
見
え
、
遥
か
前
方
に
三
宝
ケ

森
を
望
み
、
左
肩
部
平
に
見
え
る

と
こ
ろ
が
先
程
通
っ
て
き
た
樺
休

場
で
あ
る
。
ハ
ル
ゼ
ミ
が
し
き
り

に
鳴
い
て
い
る
。

耳
切
れ

　
商
人
休
場
か
ら
五
分
程
で
横
道

と
な
り
、
さ
ら
に
十
分
程
歩
く
と

尾
根
道
に
な
り
、
耳
切
れ
に
着

く
。
吹
き
渡
る
風
が
気
持
ち
よ

い
。
サ
サ
ユ
リ
の
子
が
一
面
に
生

え
て
い
る
。
対
岸
遥
か
に
日
ノ
浦

の
中
屋
敷
集
落
が
木
の
間
か
ら
見

え
て
い
る
。

稲
村
分
岐

　
耳
切
れ
か
ら
二
分
程
で
下
の
稲

村
分
岐
に
着
く
。
右
を
た
ど
る
と

稲
村
道
で
緩
や
か
に
下
り
て
い

る
。
こ
の
分
岐
周
辺
は
、
ナ
ル
コ

ユ
リ
が
多
く
生
え
て
い
る
。

九
里
塚

　
稲
村
分
岐
か
ら
徐
々
に
高
度
を

稼
い
で
ゆ
く
道
と
な
り
、
途
中
ヤ

マ
ド
リ
の
親
子
と
遭
遇
す
る
。
十

二
分
程
上
が
っ
た
場
所
に
、
地
元

の
人
が
一
里
塚
と
呼
ん
で
い
る
場

所
に
着
く
。
薮
に
覆
わ
れ
て
い
る

の
で
手
分
け
し
て
周
辺
を
伐
り
開

け
る
。
こ
こ
に
は
塚
石
（
チ
ャ
ー

ト
）
と
手
洗
石
（
砂
岩
）
が
あ

り
、
手
洗
石
に
は
次
の
銘
が
あ

る
。

　
奉
献

　
大
正
九
年

　
　
六
月
　
日

　
富
岡
舩
木
谷

　
池
内
利
太
郎

　
五
十
六
才

　
と
あ
る
。

（
大
正
九
年
・
一
九
二
〇
年
）

　
富
岡
舩
木
谷
は
、
旧
池
川
町
に

合
併
に
な
る
前
の
富
岡
村
舩
木
谷

で
あ
る
。

（
続
く
）

ふ
る
さ
と
の
道

越
知
史
談
会
No.8

み
ち
わ
か
れ

や
か
し
ろ

あ
き
ん
ど 

や
す  

ば

と
み
お
か
ふ
な  

き 

だ
に



｜広報おち｜3月号｜12｜

新 型 イ ン フ ル エ ン ザ ワクチン接種について
昨年１１月初旬より新型インフルエンザワクチン接種が行われています。越知町では、町民税非課税世帯と生活保

護世帯の方に対して接種費用の負担軽減を実施していますが、平成２２年４月１日より負担軽減の申請方法が変わ

りますのでお知らせします。すす

［負担軽減対象者］
町民税非課税と生活保護世帯の方（世帯全員が町民税非課税か生活保護の該当者）

＊軽減が受けられるかの確認は、個人情報保護のため、電話等ではお答えできません。

［接種費用について］
１回目＝3,600円
２回目＝2,550円（１回目と異なる医療機関で接種する場合は3,600円）
負担軽減対象の方は全額免除

 平成２２年３月３１日（水）までに接種される方の申請方法
１．接種前に必ず、ずず 越知町保健福祉センターにお越しいただき、備えつけの申請書にて、接種費用の負担軽減を申請

してください。

２．申請の際、印鑑を持参してください。（代理申請する時は、代理人の印鑑も必要です）

 平成２２年４月１日（木）より接種される方の申請方法
平成２２年４月１日より、病院窓口でお支払いいただき、下記の物を持参してください。

後日、指定口座へ振り込みます。

１．接種後、越知町保健福祉センターにお越しいただき、備えつけの申請書にて、接種費支給の申請をしてください。

２．申請の際、お持ちいただくもの

  ①印鑑（代理申請をする時は、代理人の印鑑も必要です）

  ②医療機関の領収書

  ③接種済証

  ④振込先（口座番号）がわかるもの

　 ・接種者本人の口座であること

　 ・２０歳未満の対象者の場合は、保護者の口座番号（既婚者は除く）

　　　②医療機関の領収書と収収 ③接種済証をお持ちでない方は申請できません。

　　　医療機関によっては手数料等が含まれていますが、接種費用のみの支給となります。すす

［申請・相談窓口］詳しくは下記へお問い合わせください。
越知町保健福祉センター 越知甲２４５７番地（９区）

平日 ８：３０～１７：１５　　TEL ２６－３２１１

県
内
で
は
、
今
年
の
交
通
事
故

の
件
数
お
よ
び
犠
牲
者
が
、
１
月

28
日
現
在
５
件
５
人
と
な
り
ま
し

た
。特

に
、
高
齢
者
が
犠
牲
に
な
る

交
通
死
亡
事
故
が
多
発
し
て
お

り
、
５
人
の
う
ち
高
齢
者
が
４
人

を
占
め
て
い
ま
す
。

現
在
の
高
齢
者
の
交
通
死
亡
事

故
で
多
い
の
は
、
道
路
を
歩
い
て

横
断
中
に
車
に
は
ね
ら
れ
る
事
故

で
す
。

ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ
ん
は
、
安

全
確
認
を
し
っ
か
り
行
い
、
高
齢

者
へ
の
思
い
や
り
を
持
っ
た
安
全

運
転
を
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
高
齢
者
の
方
は
、
交
通

事
故
を
他
人
事
と
思
わ
ず
、
車
の

動
き
に
細
心
の
注
意
を
払
っ
て
く

だ
さ
い
。

最
後
に
町
民
の
皆
さ
ん
は
、
高

齢
者
の
交
通
事
故
に
い
っ
そ
う
配

慮
す
る
と
と
も
に
、
交
通
ル
ー
ル

を
守
り
、
交
通
事
故
に
遭
わ
な
い

よ
う
、
ま
た
、
交
通
事
故
を
起
こ

さ
な
い
よ
う
十
分
に
気
を
つ
け
て

く
だ
さ
い
。

高高高高
齢齢
者者
交交
通通
死死
亡亡
事事
故故

のののの
防防
止止
にに
つつ
いい
てて

注意

クククククワクワクワクワクワクワクワクワクワクワワワ ンンンンンンンンンンチンチンチチチチチチチチチチチチ
種種種種種種種接種接種接種接種接種接種接種接種接種接接接接接接接
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遭

はじ

ベルトをしていなかった140 中人 で
着用していれば？

交通事故死者（過去10年間）
244人のベルト着用内訳
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お
く
や
み

町
民
の
動
き

1
月
届
け
出
分

人口

男

女

世帯数

出生

死亡

転入

転出

2

9

10

7

6,686

3,121

3,565

3,034

（△4）

（ 0）

（△4）

（＋1）

９
区

９
区

五
葉
荘

五
葉
荘

大
平

五
味

堂
岡

本
村

柴
尾

田
村

光

安
部

庄
司

中
内
嫁
誉
子

藤
原

蕾

小
野

正
時

西
森

瞭
助

畑
山

洋
一

藤
原

五
郎

片
岡

重
行

住

所

氏

名

歩歩
ここ
うう
会会

土土
佐佐
山山
田田
ココ
ーー
スス

【
日
時
】

３
月
30
日
（
火
）

午
前
８
時
30
分

サ
ン
プ
ラ
ザ
越
知
店
集
合

午
前
８
時
40
分

サ
ン
プ
ラ
ザ
越
知
店
出
発

午
後
５
時
00
分

帰
着
予
定

【
経
路
】

越
知
―
高
知
市
―
土
佐
山
田
―

南
国
市
―
宇
佐
―
越
知

【
実
施
要
領
】

・
車
両
利
用
で
実
施
す
る

・
参
加
料
２
，
７
０
０
円
（
弁
当

代
を
含
む
）

・
募
集
人
員
に
達
す
れ
ば
締
め
切

る
も
の
と
す
る

・
集
合
時
間
に
遅
れ
な
い
こ
と

・
そ
の
他
は
従
来
ど
お
り

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

矢
野

T
E
L
２
６
―
０
４
５
８

【
開
館
日
時
】

火
曜
〜
日
曜

午
前
11
時
00
分
〜
午
後
７
時
00
分

（
休
館
日

月
曜
・
年
末
年
始
）

お
す
す
め
図
書
の
紹
介

お
と
な
の
本

「
体
温
を
上
げ
る
と
健
康
に
な
る
」

齋
藤

真
嗣

著

最
近
、
平
熱
が
36
度
以
下
と
い
う

低
体
温
の
人
が
増
え
て
い
ま
す
が
、

本
書
の
著
者
で
あ
る
齋
藤
真
嗣
医
師

は
「
体
温
が
１
度
下
が
る
と
免
疫
力

は
30
％
低
下
す
る
」
と
警
鐘
を
鳴
ら

し
て
い
ま
す
。

本
書
で
は
、
１
日
１
回
、
体
温
を

１
度
上
げ
る
こ
と
を
推
奨
し
、
体
温

を
恒
常
的
に
上
げ
て
い
く
こ
と
で
健

康
な
体
を
手
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き

る
と
提
唱
し
て
い
ま
す
。

第
一
線
で
活
躍
中
の
医
師
た
ち
も

絶
賛
す
る
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
と
な
っ
た

話
題
の
１
冊
で
す
。

子
ど
も
の
本

「
地
球
の
秘
密
」

坪
田

愛
華

作

作
者
の
坪
田
愛
華
さ
ん
は
当
時

12
歳
、
島
根
県
に
住
む
小
学
６
年

生
の
女
の
子
で
し
た
。
環
境
問
題

に
つ
い
て
調
べ
る
と
い
う
国
語
の

課
題
を
得
意
の
漫
画
で
表
現
し
、

誕
生
し
た
の
が
『
地
球
の
秘
密
』
で

し
た
。し
か
し
、
こ
の
作
品
を
生
み

出
し
た
数
時
間
後
、
突
然
脳
内
出

血
で
倒
れ
、
そ
の
３
日
後
に
わ
ず

か
12
年
と
い
う
短
い
生
涯
を
閉
じ

た
の
で
す
。

そ
の
後
、
遺
作
と
し
て
ご
両
親
が

コ
ピ
ー
を
し
、
同
級
生
や
学
校
に
配

っ
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
海
外
で

も
紹
介
さ
れ
、
世
界
中
が
こ
の
本
の

素
晴
ら
し
さ
に
驚
嘆
し
、
急
速
に
日

本
で
も
広
が
り
ま
し
た
。

当
時
子
ど
も
と
し
て
は
世
界
初

の「
国
連
グ
ロ
ー
バ
ル
５
０
０
賞
」を

受
賞
。絵
本
で
は
あ
り
ま
す
が
、
子

本
の
森

図
書
館
だ
よ
り

（2月1日現在）

ど
も
だ
け
で
な
く
、
お
と
な
の
方
に

も
読
ん
で
ほ
し
い
環
境
童
話
で
す
。

新
着
図
書
（
児
童
）

☆「
怪
談
レ
ス
ト
ラ
ン
」

全
50
巻
入
り
ま
し
た
！

全
国
の
小
学

校
で
人
気
の
シ

リ
ー
ズ
で
す
。

全
巻
読
ん
で
み

ま
せ
ん
か
！

【
地
域
教
育
だ
よ

り
「
こ
ん
に
ち

は
」
３
月
号
で

も
詳
し
く
紹
介

し
て
い
ま
す
。】

新
着
図
書
（
一
般
）

◇
カ
ッ
コ
ウ
の
卵
は
誰
の
も
の

（
東
野
圭
吾
）

◇
キ
ケ
ン

（
有
川

浩
）

◇
親
鸞

上
・
下

（
五
木
寛
之
）

◇
神
様
の
カ
ル
テ

（
夏
川
草
介
）

◇
猫
を
抱
い
て
象
と
泳
ぐ（

小
川
洋
子
）

《
第
１
４
２
回
直
木
賞
受
賞
作
》

◇
廃
墟
に
乞
う

（
佐
々
木
譲
）

◇
ほ
か
な
ら
ぬ
人
へ

（
白
石
一
文
）

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

Ｔ
Ｅ
Ｌ
２
６

－

３
４
０
０

※住民課に死亡届のあった方を掲載しています。
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行
事
カ
レ
ン
ダ
ー

◎
た
む
ら
ち
せ
い

一
天
に
太
陽
ひ
と
つ
き
ん
ぽ
う
げ

○
檮
原

数
密

早
梅
の
ほ
こ
ろ
び
に
け
り
雨
上
が
り

○
西

せ
つ
子

探
梅
は
話
の
み
に
て
流
れ
け
り

○
西
森
や
す
え

忘
ら
る
る
二
十
日
正
月
て
ふ
日
な
り

○
松
本

孝
子

大
銀
杏
伐
ら
れ
凩
よ
る
べ
な
し

○
服
部
す
え
子

美
し
き
水
流
れ
を
り
花
わ
さ
び

○
岡
田

美
央

宙
に
舞
い
窓
に
遊
び
て
降
る
小
雪

○
辻

静
香

鶯
餅
包
む
黄
粉
を
零
し
つ
つ

○
中
沢
ゆ
う
子

の
芽
で
会
話
の
は
ず
む
夕

か
な

○
澤
田

泰
彦

春
隣
中
州
に
白
鷺
列
を
な
し

『
会
員
・
吟
行
参
加
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
』

あ
け
ぼ
の
句
会
で
は
、
毎
月
、
第
２
日
曜
日
の
正
午
か
ら
約
２
時

間
、
町
民
会
館
で
、
た
む
ら
ち
せ
い
先
生
を
講
師
に
楽
し
く
勉
強
し
て

い
ま
す
。
4
月
に
は
、
吟
行
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
ご
一
緒
に

ど
う
で
す
か
。

入
会
・
吟
行
、ご
希
望
の
方
は
、澤
田（
Ｔ
Ｅ
Ｌ
２
６
―
０
８
９
７
）

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

ああ
けけ
ぼぼぼ
のの
句句句
会会

3
月

き
な
こ

た
ら

ゆ
う
げ

こ
が
ら
し

こ
ぼ

（開会式）
開会式は町民総合運動場
グラウンド

町民総合運動場グラウンド

町民総合運動場グラウンド
越知中学校今成グラウンド
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お 名 前

生年月日

性 別

両 親

住 所

メッセージ

田中 紫音

平成21年3月22日

男

田中 慎太郎・綾

越知町4区

お誕生日おめでとう！！
これからも元気に育ってね。
いっぱい遊ぼうね。
（パパ＆ママより）

た なか    し  おん

第
5
回
猪
鍋
の
集
い

新
年
よ
り
雪
も
少
な
く
暖
か
い

日
々
で
す
。
山
の
沢
で
、
床
蛙
の
鳴

き
声
を
耳
に
す
る
季
節
が
来
る

と
、
広
望
の
里
桑
薮
で
は
「
猪
鍋
の

集
い
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

多
く
の
人
た
ち
の
ご
支
援
と
ご

協
力
で
少
し
ず
つ
設
備
も
充
実
し

て
き
ま
し
た
。

今
年
は
、
い
ま
ま
で
の
猪
料
理

に
加
え
て
、
ヘ
リ
ポ
ー
ト
造
成
時
に

伐
採
し
た
木
々
で
栽
培
し
た
ナ
メ

コ
を
味
わ
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

ご
近
所
・
お
友
達
お
誘
い
合
わ

せ
て
登
っ
て
来
て
く
だ
さ
い
。

萩
の
会
ス
タ
ッ
フ
一
同
、
皆
さ
ん

の
お
越
し
を
心
か
ら
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

◆
日

時

３
月
14
日
（
日
）
正
午
か
ら

◆
場

所

桑
薮
ヘ
リ
ポ
ー
ト
多
目
的
広
場

◆
参
加
費

２
５
０
０
円
（
小
学
生
以
下
は
無
料
）

◆
参
加
人
員

１
０
０
名

◆
申
込
締
切

３
月
10
日
（
水
）

◆
申
込
先

北
川
充
興
（
越
知
町
桑
薮
）

☎
０
８
８
９

－

２
０

－

２
８
６
０

☎
０
９
０

－

１
１
７
７

－

２
８
６
０

◆
主

催

越
知
町
「
萩
の
会
」


